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空間論からみた日本のハンセン病史
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園が施設運営に利用するための常会，あるいは隣組的な隣保体制に改組された。全国の
療養所では等しく入所者は戦争と飢餓と撲滅のるつぼへと追い込まれていった。長島愛




























































































































（第 1 次～19次）1301人，東京地裁（第 1 次～12次）66人，岡山地裁（第 1 次～ 9 次）








































































































































5 ．全国ハンセン病療養所入所者協議会のニュース「全療協ニュース」は毎月 1 回発行，2017
年 7 月 1 日で第1031号となっている。川﨑愛（2012）「ハンセン病療養所におけるニュー
ス発行―アメリカ・カービル『スター』と『全療協ニュース』」『社会学部論叢』第22巻第
2 号で，ハンセン病療養所の自治会が発行したニュースについて日本とアメリカを比較し
ている。
6 ．予防法廃止，国賠訴訟，基本法成立，療養所の将来構想に関する全療協の果たした役割に
ついては以下の二稿に詳しい。川﨑愛（2011）「『らい予防法』に当事者団体はどう向き
合ったか―制定，廃止，国賠訴訟における闘い」『社会学部論叢』第22巻第 1 号，川﨑愛
（2014）「全療協会長の『刀折れ矢尽きるまで』の闘い」『社会学部論叢』第25号第 1 号
7 ．花さき保育園開園の経緯と療養所との交流については，川﨑愛（2016）「保育園がハンセ
ン病療養所にあること―花さき保育園の取り組み―」『社会学部論叢』第27号第 1 号，川
﨑愛（2017）「ハンセン病療養所の地域開放と共生―多磨全生園入所者自治会と保育園―」
『社会学部論叢』第27号第 2 号を参照のこと。
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